






















































































































































































































































































































































































































































national conference on the Science


























医薬品局（FD A）が GR A S
（“generally recognized as safe”）
に位置付けている化合物である。
米国ハワイ州にあるPaci f ic










































































































































































































































































































































































































































































































































































数学 物理 化学 情報学 生物学 天文学
オリンピック オリンピック オリンピック オリンピック オリンピック オリンピック
第１回大会 1959年 1967年 1968年 1989年 1990年 1996年
開催 ルーマニア ポーランド 旧チェコスロバキア ブルガリア 旧チェコスロバキア ロシア
主な参加国 1959：旧ソ連 1968：旧ソ連 1970：旧ソ連 1989：旧西独， 1990：旧ソ連 1996：ロシア
と初参加年 1967：フランス 1972：フランス 1975：旧西独 旧ソ連，中国 1990：ドイツ 1998：インド
1967：英国 （1985以降不参加） 1976：フランス 1990：英国 1993：中国 1999：スウェーデン
1974：米国 1974：旧西独 1983：英国 1992：米国 1998：英国 2001：イタリア、
1977：旧西独 1984：英国 1984：米国 1996：フランス 韓国
1985：中国 1986：米国 1987：中国
1986：中国
参加国数 84か国 66か国 57か国 72か国 40か国 8か国＋1地域
(2002年) （2002年） （2002年） （2001年） （2002年） （モスクワ）
（2001年）
選手団構成 選手6名以内、 選手5名以内、 選手4名以内、 選手4名以内、 選手4名以内、 選手5名以内＋
引率2名 引率2名 引率2名 引率2名 引率2名 過去大会受賞者、
引率2名
試験問題と 6問 理論問題3問 理論問題 6問 理論問題 理論問題4-6問
日程 （2日、計9時間） （1日、5時間。30点） （1日、4-5時間。60点） （2日、計10時間） （1日、4-6時間） （4時間。60点）
実験問題1-2問 実験問題 実験問題 実地問題1-2問
（1日、5時間。20点） （1日、4-5時間。40点） （1日、4-6時間） （3時間。20点）
重み付け1：1 観測問題1-2題
（20点）
賞の授与 金メダル 金メダル 金メダル 金メダル 金メダル －
（参加者の1/12） （上位3名の平均 （参加者の10％） （参加者の1/12） （参加者の10％）
銀メダル を100％として、 銀メダル 銀メダル 銀メダル
（同2/12） 90％以上の得点の （同20％） （同2/12） （同20％）
銅メダル 者） 銅メダル 銅メダル 銅メダル






最近の大会 ①中国、②ロシ ①中国、②イラ ①中国、②タイ、 ①スロバキア、 ①中国、②韓国、 ①ロシア、②インド
の成績 ア、③米国、④ ン、③韓国、④ ③台湾、④ウク ②米国、③シン ③台湾、④シン （2002年）
ブルガリア、⑤ ロシア、⑤ハン ライナ、⑤オー ガポール、④フ ガポール、⑤タ
ベトナム、⑥韓 ガリー、⑥イン ストリア、⑥韓 ィンランド、⑤ イ（2002年）
国、⑦台湾、⑧ ドネシア、⑦イ 国、⑦米国、⑧ 韓国、⑥ルーマ
ルーマニア、⑨ ンド、⑧台湾、 ドイツ、⑨ポー ニア、⑦ポーラ
インド、⑩ドイ ⑨ルーマニア、 ランド、⑩イラ ンド、⑧ブルガ
ツ（2002年） ⑩グルジア ン（2002年） リア、⑨ベトナ
（2002年米国は不 ム、⑩ドイツ
参加） （2001年）
日本の参加 1990年～ × 2003年～（予定） 1994年～1996年 × ×
（2003年大会を （関連学会で検討 （1989年、2002 （1995年大会を












































参加国数 82 83 84
1位 中国 中国 中国
2位 ロシア ロシア、米国 ロシア
3位 米国 － 米国
4位 韓国 ブルガリア、韓国 ブルガリア
5位 ブルガリア、ベトナム － ベトナム
6位 － カザフスタン 韓国
7位 ベラルーシ インド 台湾
8位 台湾 ウクライナ ルーマニア
9位 ハンガリー 台湾 インド
10位 イラン ベトナム ドイツ
日本の順位 15位 13位 16位
図表３　最近の大会の結果
出所：譛数学オリンピック財団HP（http://village.infoweb.ne.jp/̃fvgm9250/）
中国 ロシア（ソ連） 米国 韓国 ドイツ 日本 フランス イギリス
1990 1 2 3 32 7（東独） 20 5 10
12（西独）
1991 2 1 5 17 4 12 13 18
1992 1 6 2 18 7 8 10 5
1993 1 4 7 16 2 20 17 14
1994 2 3 1 14 12 10 19 7
1995 1 3 11 7 15 9 30 10
1996 6 4 2 8 10 11 36 5
1997 1 4 4 11 13 12 32 16
1998 （不参加） 6 3 12 16 14 26 17
1999 1 1 10 7 17 13 33 20
2000 1 2 3 4 20 15 48 22
2001 1 2 2 4 14 13 28 31







































































































































































































1998年 1999年 2000年 2001年 2002年
1位 Charles Univ. - Prague Univ. of Waterloo St. Petersburg Univ. St. Petersburg Univ. Shanghai JiaoTong
（チェコ） （カナダ） （ロシア） （ロシア） Univ.（中国）
2位 St. Petersburg Univ. Albert-Ludwigs Univ. of Melbourne Virginia Tech（米国） Massachusetts Institute
（ロシア） Universitat（ドイツ） （オーストラリア） of Technology（米国）
Univ. of Waterloo
（カナダ）
3位 Univ. of Waterloo St. Petersburg Institute Albert Einstein Univ. St. Petersburg Institute Univ. of Waterloo
（カナダ） of Fine Mechanics & Ulm（ドイツ） of Fine Mechanics and （カナダ）
Optics（ロシア） Optics（ロシア）
4位 Univ. of Umeå - Bucharest Univ. St. Petersburg Institute Univ. of Waterloo Tsinghua Univ.（中国）
Sweden（スェーデン）、 （ルーマニア） of Fine Mechanics and （カナダ）
Optics（ロシア）
Tsinghua Univ.（中国）
5位 Massachusetts Institute Duke Univ.（米国） － Albert Einstein Stanford Univ.（米国）
of Technology（米国） Univ. Ulm
（ドイツ）
6位 Univ. of Melbourne California Polytechnic － Warsaw Univ. Saratov State Univ.
（オーストラリア） State Univ.（米国） （ポーランド） （ロシア）
7位 Tsing Hua Univ. - Univ. of California at 京都大学（日本） Massachusetts Institute Fudan Univ.（中国）
Beijing（中国） Berkeley（米国） Shanghai JiaoTong of Technology（米国）
Univ.（中国）
8位 Univ. of Alberta Harvard Univ.（米国） Univ. of Alberta Seoul National Univ. Duke Univ.（米国）
（カナダ） （カナダ） （韓国）
The Chinese Univ. of
Hong Kong（中国）
9位 Warsaw Univ. St. Petersburg State California Institute of Sharif Univ. of Moscow State Univ.
（ポーランド） Univ.（ロシア） Technology（米国） Technology（イラン） （ロシア）
10位 Polytechnic Univ. National Taiwan Univ. Charles Univ. Prague Harvard Univ.（米国） Univ. of Buenos Aires
Bucharest （台湾） （チェコ） （アルゼンチン）
（ルーマニア）














































































































年 第6回（1997） 第7回（1998） 第8回（1999） 第9回（2000） 第10回（2001）
参加校数 国内19 国内15 国内12 国内13 国内14
海外3（インドネシ 海外5（中国、シン 海外8（インドネシ 海外7（インドネシ 海外6（インドネシ
ア、タイ、中国） ガポール、タイ、オ ア、中国、タイ、フ ア、中国、タイ、フ ア、中国、タイ、フ
ーストラリア） ィリピン、フランス、 ランス、オーストラ ランス、オーストラ
オーストラリア） リア） リア）
優勝 長岡技術科学大学 豊橋技術科学大学 バンコク大学（タイ） キングモンクット スラバヤ電子工学
工科大学（タイ） ポリテクニック
（インドネシア）






























































リーグ 1位 2位 3位
サッカー（シミュレーション） TsinghuAeolus Everest Brainstormers
（中国Tsinghua University） （中国Beijing Institute of （ドイツUniversitaet Dortmund）
Technology）
〃　　（小型ロボット） Big Red FU Fighters －





〃　　（中型ロボット） EIGEN（慶応大学） WinKIT（金沢工業大学） Osaka Univ. Trackies
（大阪大学）
〃　　（四足ロボット） CMPack'02 rUNSWift NUbots
（米国Carnegie Mellon （オーストラリアUniversity of （オーストラリアThe University
University） New South Wales） of Newcastle）
〃　　（二足ロボット） NAGARA － －
（社団法人岐阜県工業会）
レスキュー Arian 2002 YowAI 2002 NITRescue02
（シミュレーション） （イランSharif University of （電気通信大学） （名古屋工業大学）
Technology （SUT））
〃　（ロボット） KAVOSH MARR（東京工業大学） －
（イランJavan Robotics Club）
ジュニア Team finland（フィンランド） Slovakia（スロバキア） SG-2［George］（タイ）
（サッカー1対1 中・高校生）
〃 E-strikers（オーストラリア） Pilatoren（ドイツ） snowwhite（ドイツ）
（サッカー2対2 中・高校生）
〃 winning 3（日本） Tokai 1（日本） Samurai-damashii（日本）
（サッカー2対2小学生）















































































31回（1991） 32回（1993） 33回（1995） 34回（1997） 35回（1999） 36回（2001）
開　催　地 オランダ 台湾 フランス スイス カナダ 韓国
１位 韓国（13/18） 台湾（18/32） 韓国（10/18） 韓国（10/17） 韓国（7/16） 韓国（20/32）
台湾（7/16）
２位 台湾（8/20） 韓国（12/20） 台湾（6/17） 台湾（8/17） － ドイツ（5/10）
スイス（8/19）
３位 オーストリア ドイツ（3/8） 日本（4/8） － 日本（6/11） 日本（4/10）
（6/10） ドイツ（4/7） オーストリア
スイス（4/6） （4/7）










その他メダル ドイツ（3/12） オーストリア オーストリア オーストラリア ドイツ（2/9） シンガポール
獲得総数が オランダ（3/9） （1/9） （3/10） （3/5） アイルランド （2/5）

















































































種類 名称 対象 主催者 概要 歴史
算数オリンピック 小学生。広中 算数オリンピック 広中平祐京大名誉教授の提唱により創設。 1992年～
広中杯全国中学生 杯は中学生。 委員会 算数オリンピック優秀者は、小学生対象の 中学生大会は
数学大会 「世界少年数学大会（香港主催）に参加。 2000年～
日本数学コンクー 高校生。ジュ 日本数学コンクー 名古屋大学を中心とする大学教官および高校 1990年～。




自然科学観察コン 小、中学生 毎日新聞社、自然 動物、植物の生態・生長記録、鉱物、地質、 1960年～
クール 科学観察研究会他 天文、気象の観察などのコンクール。








全国高校生・専門 高校生、高専 情報化月間推進会 政府の情報化月間の主要行事のひとつ。プロ 1980年～
学校生プログラミ 1～3年生、専 議、経済産業省、 グラミング部門とコンテンツ部門からなる。
ング・コンテスト 門学校生 （財）日本情報処
理開発協会
全国高等専門学校 高専学生 高等専門学校連合 課題部門（今年度は、スポーツとコンピュー 1990年～
プログラミングコ 会 タ）・自由部門・競技部門の３部門からなる。
ンテスト
JSPP並列ソフトウ 高校、高専、 PSC2001実行委員 定められた並列コンピュータで競うコンテス 1994年～













全日本ロボット相 高校生および 富士ソフトABC 全日本（一般の部）と高校の部からなる。自 1990年～
撲大会 一般 （株）、（社）全国 律型／ラジコン型のロボット（幅20cm以内、 高校の部は
工業高等学校校長 奥行き20cm以内、高さ自由、重さ3kg以内） 1993年～
協会 による相撲大会。
全日本マイクロマ 制限なし。ロ （財）ニューテクノ 1977年に米国IEEE（電気電子学会）にてマイ 1980年～































































































































































































02）物 理 教 育 vol.38 No.3 p.271-275
（ 1990）、パリティ vol.8 No.11
p.63-67 （1993）、日本物理学会誌
vol.56 No.10p.776-778 （2001）、応
用 物 理 vol.70 No.9 1109-1110
（2001）等を参照した。
03）化 学 と 工 業 vol.50 No.3 p.640
（1997）、化学と教育vol.46 No.7
p.451-452 （1998）、化学と教育





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































04）Priestle, C.H.B. and R.J. Taylor,
On the assesment of surface heat
fulx and evaporation using large
scale parameters, Monthly Weather




































































19）Yutaka Genchi, et al., Impacts
of co-generation energy supply
systems on the urban heat
island effect in Osaka, Urban
Heat Island Summit -Mitigation
of and Adaptation to Extreme
Summer Heat-， May 2, 2002,
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Ministry of Education, Culture, Sports,
Science and Technology
